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1　 は じめ に

　本学で は 、専任の 外 国語 担 当教員は 、そ れ ぞれ各学部 に 所属 しな が ら、所 属学 部を 問 わ

ず、全 学の 外国語教育 に 当 た っ て い る 。 従来 は全学共通の 外国語カ リキ ュ ラ ム に よ っ て 、

英語 8 単位 、第 2 外 国語 （独 ・仏 ・西 n中の い ずれ か） 6 単位 を必修と して い るが 、　 「大

綱化」 以降 、カ リキ ュ ラ ム の 設置は各学部の 専決事 項 とな っ て いる た め 、英語部会お よ び

それ を含む外国語 部会 は、あ くまで カ リキ ュ ラ ム の 立案 ・提供 の 母 体 と して の 機能をは た

し て い る に過 ぎな い 。 しか し、担当 者 の 意 向や都合 を ま っ た く無視 して 各学部が独 自の 外

国語 カ リキ ュ ラ ム を作成する こ とは事 実上不可能 である 。 結局 、担当者グループと各学部

の 改訂案の す り合せが必要 で あ り、これ に 多大 の 労 力と時 間が 費 や され た 。

　経営学部が 、い ちは や く外 国語グル
ープの 改訂 案を取 り入れ て 、平成 5 年四月か ら改訂

カ リキ ュ ラム を実施 し、つ づ い て経済 学部 、人文 学部が 、よ うや く平成 6 年度か ら実施 に

入 っ た ばか りで ある 。 な お、法 学部に おい て は、継 続審議 とな っ て いる 。

2　 共 通 外 国 語 カ リキ ュ ラ ム

　 言 語 文 化 科 目群 の 狙 い

　言語文 化科目群は、 《国際社会で 通用する人材の 育成》 を基本理念 と し、そ の 2本の 柱

と して 《実践 的外国語運 用能力》 と くく異文化理解を 通 し て の 多角的な視点》 を身 に つ け さ

せる こ とを狙 い と して い る 。

　 具体的 に は 次の （1 ）〜 （5 ）の 特色 を通 じて 、こ れ らを 実現 す る。

（1 ）

（2 ）

（3 ）

（4 ＞

（5 ）

2 年次以上 で の 選択制 による 小人 数教育

多様な外 国語科 目の 設置、学習機 会の 拡充

言語技能別 に特 徴づけ た 科 目の 設置

こ とばを大 きな枠 組み で捕 える科 目の 設置

各外 国語 を基 礎 とした国際人養成 の仕上げ を行う、言語文化ゼミの 設置

　　松 山大学 は 、従来 外国語教育 に 大きな力 を注 い で きた 。入学試験 で の 英語 の 配点 、外

国 人特別講師の 雇 用、各種海外語学研修 プロ グラム の 設置、また AV 施設の 充 実な どがそ の

表われで あ る。そ して 今後一層の 国際化を警え る とき、実践 的な外 国語運用能力を習得す

る必要性は高ま り こ そすれ、少な くなる こ とは考え られない 。 こ の 実際 に使え る運用能力

養成 の た め の 特色が 言語文化科目群 にはい くっ かある 。

　その うちの
一

っ は 2 年次以 上で の 小人数教 育 とバ ラ エ テ ィーに 富んだ科 目の 設置 で ある。

言語文化科 目群 で は 、従来 必修 で あ っ た 2年次の 外国語履修 を選択 とする （学部に よて 多
少異な る ）。 そ して 余裕の で き た教授ス タ ッ フ に よ っ て言 語文 化専門科目 （2 〜 4 次） 、

言 語 文化講義科 目 （1〜 4 年次 ）、書語 文化演 習科 目 （3、 4年 次 、経 営の み 2 〜 4 年次）を

開講する e 従 来 、外 国語の クラ ス は 1、2年 次全 学生の 必修 の ため比 較的大人数で あ っ た り、

またせ っ か く学んで も 3 、 4 年次と引き続 い て 学習する場がなか っ た こ とで 、実践的運用

力が 必要 とな る就職 に お い て 役 に 立ちに くい な どの 問題点 が あ っ た。 しか し、こ の 応用 科

目を履 修す るこ とで、外国語学習 に本当 に意欲の ある 学生は小人数で しか も卒業直前まで
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外国語 に触れ る こ とがで きる 。さ らに応用科 目は全般的な運用能 力を 伸ばすもの か ら、各

種検定試験 の 対策な ど学生の ニ ーズに合うよ うに 巾広 く設置されて い る。

　また 、言語文化講義科 目は 人間 と人 間の 意 思疎 通の 手段で ある言語 と、人間 を さらに広

い 意味 で 規定す る社 会や 文 化の 学 習を 目的とする 。 こ こ で は外 国 語担 当者 の ほぼ全員がそ

れぞれ の 言語特有の 視点や 問題点 、学 習方法な どを 講義 し、国際人 に必要 不 可 欠 な資質で

あ る多角的な ものの 見方、考え方の 初歩 を学 習さ せ る 。

　そ して 3 、 4 （経 営学部は 2 〜 4 ）年 次に 開講 され る言語文 化ゼミはそれ まで に学ん で

きた外国語の 運用能力の 仕上 げと、そ の言語 を通 してみた文化 ・社会 ・人間の 理 解をさ ら

に深 め 、国際社 会で 通用する人材の 育成を 目的 と して い る 。

3　 共 通 外 国語 カ リキ ュ ラ ム に お け る 英 語 教育 カ リキ ュ ラ ム

　 1 ）　 言語文化基 礎科 目

　 ［英 語 基 礎 科 目］　 （英語 1／H ／皿 ／】V ）
…

週 1 回 半 期 （・・30 時 間 ） 1 単位

　　こ れ まで の 知識をベ ー
ス に し、特 に情報受容技能の 獲 得を 目標 とする 。 これ らは後述

　で ある 。 また 、た とえ ある 言語 を 1 年次の 基礎科 目で 終え る 学生で あ っ て も、情報受容

　技能 は長期 間、教 育効果の 維持が期待 で きる の で 、将来 当該 言語 で情 報 を取 り入れ 、処

　理す る際 に必 要 となる 最低限の 力を持 ち続ける こ とが可能である 。

　 2 ）　 言語文 化 専 門科 目

　 ［英語 口 頭 科 目］ …週 1 回通 年 （＝60 時 間 ） 4単位

　 ＊　 オ ー
ラ ル イ ン グ リ ッ シ ュ I

　　 l以⇒ グ ・スピー
キング能力を伸ばす ことを 目標 と した、ネ イテ ィブ ・ス ピーカ ーに よる 週

　 2 回 の 少 人数 ク ラ ス 。内容的に は中級 。選抜試験 あ り。

　 ＊　 オ ー
ラ ル イ ン グ リッ シ ュ H

　　 リスニング ・スヒ
4一キング 能力 を伸ばす こ とを目標 と した、ネイテ ィブ ・

ス ピーカーによる週

　 2 回 の 少 人数 ク ラス 。内容 的に は上級。選抜試験 あ り。

　＊　　English　for　lnternationai　Business

　　 実社会 にで て 役立 っ 英語に よる 実務 的交渉能 力な どを、特 に 聞 くこ と、話 すこ とを 中

　心 に身に つ けさせ るこ とを狙い とす る e ネイティブ ・ス ピー
カ

ー
に よる 週 2 回 の 少人数ク

　 ラス 。

　 ＊　　English　through　Video

　　映画 や ビデオ を使い 、生 きた英語を学ぶ。ネイテ ィブ ・
ス ピーカーによ る週 2 回の 少人

　数 ク ラ ス 。

　 【言 語 文 化 上級 科 目］
…

週 1 回 半 期 （＝ 30 時 間 ）2 単位

　　言語文化基礎科 目に おい て 学習 した基礎知識、ある い は受容技能をさ らに伸ばすと共

　に 、少 人数 クラ ス におい て 、話す こ と、書 くこ と と い う伝達技能の 学 習に も重点を置 く。

　 ＊ 　英語 プ ロ フ ィ シ エ ン シ
ー 1

　　英検対策 。 目標は 2 級合格。近年の 試験の 傾向を分析 し、その 対策を教 授す る。授業

　で は 模擬 テ ス トの 実施 やその 解答 と解説 、また 自宅での 各個人 の 塾点 を補 強す るための

　方法 の 指 導な ども行 う。

　 ＊ 　英語 プ ロ フ ィ シ エ ン シ ーH

　　 TOElC ，
　 TOEFL 試験 対策。学生海外語 学研修助成制 度が あ り、その 応募 には
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TOEIC／TOEFL が必要で あ る。

　 ＊　 英文 法 ク リニ ッ ク

　　コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン の 成立に 欠か す こ との で き な い 文法の 核を 正確 に身に つ け させ 、

　運 用で きる よ うにす る こ とをね らう。

　 ＊ 　 海 外 生 活英 語

　　外 国を旅 行中、道 に迷 っ た り、病気に な っ た 時に どの よ うな表現を使 っ て 対処 すれば

　良い の かな ど、実際の 場面 に即 し て 正 確な意志伝達がで きる 英語 を学ぶ。

　 ＊ 　英語 ラ イ テ ィン グ

　　英語を使 っ て 考えや情報を性 格に、しか も適切 に伝達する に は、どの よ うに書けばよ

　いの かを学ぶ。単 に 日本語を英語 に書き換える とい っ た和文 英訳 で はな く、単文 以上の

　 レベル で 英作文 を とらえて い く 。

　 ＊　 マ ス メデ ィア 英語

　　英語圏に お ける、新聞、雑誌 、ラ ジオ、テ レ ビ等と い っ た生 きた教材を もと に、性格

　に しか も早 く情報を把握で き る能 力を養 う。

　 ＊ 　 英語 ペ イパ ーバ ツ ク ・リーディン グ

　　英語 圏の 作家達によ っ て 英語 で書 かれ た文 学作品 を通 じて 、単に和訳 する技能だけで

　な く 、速読 や要 約 する 力を養う。

　 ＊　 English　for　Cross−Cultural　Communication
　　海外 を舞台 に活躍 する 国際人 とな る ため には、異文化間 の壁 を越え た 正 しい 相互理解

　と、取 引や交渉 をス ム
ーズ に成立させ るの に十分な外国語運 用能 力が要求 される。この

　異文化 理解 と実用 的な コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン能力 を、ネイティブ ・
ス ピーカー

の 指導の もと

　に養成 する 少人数ク ラス 。

　 3 ）言 語 文化講義 科 目…週 1 回 通年 （＝・60 時 間 ） 4単 位

　　こ とばを様 々 な 角度か ら考え る。そ れぞれの 言語の 担 当老 が各 研究分野の 中の 言語特

　有の 視点や問題点などを、 1、 2 回完結の オ ム ニ バ ス 形 式で 多角的に講義する 。 学習経

　験の な い言語に も関心 、興味をもた せる と共 に、こ とばの 持つ 不思議さに触 れ、また こ

　とばを科学的に とらえる こ とな どを学ぶ 。

　 ＊　 「こ とば と人 間 」 、　「こ と ば と科 学」

　 4 ）言 語 文化演習 科 目…週 1 回通 年 （− 60 時 間 ）4 単位

4　各 学 部 （学科）カ リキ ュ ラ ム に お け る 外 国語 単位 数
1 ）経 済 学部

2 ）経 営学部

3 ）人 文学部

　 （英 ・英 ）

4 ）人 文 学 部

　 （社 会 ）

必修…言語文化基礎科 目よ り 2 言語選択 （各 4 単位 、 計 8 単位）

選択 … 24 単位まで選択可能

必修 …言語文 化基礎科 目よ り 2 言語 選択 （各 4 単位 、計 8 単位）

選択…16単位まで 選択可能

必 修…独 、 仏 、 中よ り 1 言語選 択 （8 単位）

　　（総 合英語 1／ II［／ 皿／IV計 8 単位は学部基礎科 目として 必修 ）

選択 … 14 単位 まで 選択可能

必修
…
言語 文化基礎科 目よ り言語 選択 （8 単位 ）

言語文化専 門科 目／言語文化演習科 目よ り 1言語 （4 単位）

選択
… 16 単位 まで 選択 可能
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1　 外 国語 担 当 教 員 の 所 属 （配置 ）

　　各学 部に 分属 して い る が、所 属学部に 関係 な く、全掌の 外 国語教 育 に 当た っ て い る。

2 　 共 通 外 国 語 力 リキ ュ ラ ム

　 言 語 文 化 科 目群 の 狙 い

　　 言語 文化 科 目群 は、 《国際社会で 通用する 人 材の 育成》を 基本理 念 と し、そ の 2 本の

　 柱と して 《実践 的外 国語運用 能力》 と く（異文化 理解 を通 して の 多角的な視点》 を身 に つ

　 　けさせ るこ とを狙 い と して い る c

　　 具体的 に は 次 の （1 ）〜 （5 ）の 特 色 を 通 じて 、こ れ らを 実現 す る 。

　 　 （1 ） 2 年 次以 上で の 選択制 による 小人数教 育

　　 （2 ）多様な外国語科 目の 設置．学習機 会の 拡充

　 　 （3 ）言語 技能 別 に特 徴 づ けた 科 目の 設 置

　　 （4 ）こ とばを 大 きな枠組みで 捕える科 目の 設置

　　 （5 ）各外 国語 を基 礎 と した 国際人 養成の 仕上 げを行 う、言語 文化ゼミの 設置

3　 共 通 外 国 語 カ リ キ ュ ラ ム に お け る 英語 教 育 力 リキ ュ ラ ム

1 ）言 語 文化 基礎 科 目…………週
一

回半期 （＝ 30 時 間） 1 単位

　　　　 英言吾工　／王工／ ［H／ N

2 ） 言 語 文 化 専 門 科 目

（1 ）英語 口 頭 科 目
………週

一
回通年 （＝ 60 時間） 4 単位

　 　　 オーラルインク
．
リッシュ　エ

　　　 オーラルインク
．
リッシュ　］工

　　　 English　for　international　Business

　　　 Eng］ish　through 　Video

（2 ）言語 文化上 級 科 目…週一回通年 （ ： 60 時 間） 4 単 位

　　　 英語フ泊 フィシェンシ
ー

工／英語 フ頃 フィシェンシ
ーII［／英文法 列 ニック／海 外生 活英語／

　　　 英語 ライテインク
’
／マスメテ

’
イア英言吾／英語ペ イAべ　−1、

’
ック

・11一テ
’
イング ／ Eng［ish　for

　 　　 CrOss−Cu］tural　Communication

3 ） 言 語文 化 講 義 科 目
…………週一

回 通 年 （＝ 60 時 間） 4 単位

　 　　 　 言 葉と人 間／言葉 と科学

4 ）言 語 文化演 習 科 目・ ・t週 一
回 通年 （＝ 60 時間） 4 単位

140 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Association of College English Teachers (JACET)

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Assoolatlon 　of 　College 　Engllsh 　Teaohers 　（JACET ｝

9月 10日  　事例研究第 6室 （本館 313）

4 　 各 学 部 （学 科 ） カ リキ ュ ラ ム に お け る 外 国語 単位 数

1 ）経済学部

2 ）経営 学部

必修 　言語文化基 礎科 目よ り 2 言語選択 （各 4 単位 、

選択 　24 単 位まで 選択 可 能

計 8 単 位）

必修 　言語文化基礎科 目よ り 2 言語選択 （各 4 単位 、 計 8 単位）

選 択 　16単位ま で選 択可能

3 ）人 文 学部　必修

（英 ・英）選択

4 ）人文 学部

　　 （社会 ）

独、仏 、中よ り 1言語選 択 （8単位）

（総合英語 1／豆／ 皿／IV計 8 単位は 学部基礎科 目と して 必修）

14 単位 まで 選択可能

必修　言語文化基礎科 目よ り言語選択 （8 単位）

　　 言語文 化専門科 目／言語文化 演習科 目よ り 1 言語 （4 単位 ）

選択　16 単位まで 選択可能

5 ） 法 学 部　　　必修 英 語 （第 1外 国 語 ）　 （8 単 位 ）

独／仏／ 中／西／韓 よ り 1 言語 （第 2 外語） （6 単位 ）
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The 　Japan 　Assooiation 　of 　College 　English 　Teaohers 　（JACET ｝

　　　　　　　　　9月 10日出　事例研究第 6 室 （本館313）

　　　　　　　　　 1 ．言語文化科 目群

　　　　　　　　　1．．．．＿ ＿ ．．一．． ．．．．避 堕黶 旛増鰍 繊
育成

　　　　　　　　　L壷壅］→ ［1墾 ［コ←

　　　　　　　　　　　　　　↓　　　　　　 ↑　　　　　　↓
　　　　　　　　　　 言語文 化基礎科 目　　　　　　　 言語文化演習科目　　　　　　　言 語文 化講義 科目

　　　　　　　　 　 　
　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　　
　　　　　　　　 　　
　　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　

↓
凵

言　　　語　　 　文 化　　　専　　　門
　　　　　　　　　　　　』

科　　　目
　　　　　 一

英　　諤吾　　匚1　豆頁　　禾斗　　目
　　　　　　　　　　　　　　　　　F

言　　　　言吾　　　　文　　　　f匕　　　　」二 級　料 　旦コ
オーラル イン グリ

・
ン シ ュ1彗1 （各 4｝　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脚英文法 ク リニ ッ ク （2 ） 中 国語

En91ish　for島1匙erna しior】al　　　　　　　　i
Business　（4 ）　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　唱

英語プ ロ フ ィ シ エ ン シ 1・H　（各2 ）

海 外生 澑
鹽
英 語 （2 ）

ラ イ テ イ 冫 グ （4 ）

り 一デ ρ グ 〔4）
E・gl…・h ［h・… gh　Vi（leQ（4 ＞　　 i
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

英語 ラ イ テ ィ ン グ （2）

英語ペ ーパ ー
パ

ッ ク ・リーデ ィ ン グ （2）

プ 卩 γ　r シ ェ ン シ　イ　1。H　〔各4｝

ア ク テ
’

イ ブ 1 ・H　（各 41
iEn9 【ish　f。 r　Cr。 ss 一

…1CL 匸1しu 匚
「
alCo 【亀1【1ユし111icuti〔）：1 （2 ）

ス ベ イ ン 語

「 ラ イ テ ィ ン グ （4 ）

…儚 ドイ ツ 語 り一デ イ ン グ ｛4＞

…，
ラ イ テ ィ ン グ （4） プ ロ フ ゴシ ェ ン シ で 玉・H　〔占11

… ワーデ イ ン グ （4） ア ク テ ィ ブ レ H　（各 4 ）

…

…
…

プ ロ フ ィ シ ェン シ イ 1・H　（各 4）

ア ク テ ィ ブ
’
1 ・II （各 4 ）

日本語

応用 日本語 Il2 ）

…1
フ ラ ン ス 語 応用 日本語 H （2〕

旨
：

ラ イ テ ィ ン グ （の 応用 日本語1エi 〔2）
：

…

…，

リーデ ィ ン グ （4 ）

プロ フ ィ シ ェ ン シ ィ　レ ll　（各4）

ア ク テ ィ ブ 1 ・H　（各 4＞

応用 日 本語 四 （21
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